
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
参
画
」
の
二
学
期
、
生
徒
は
、

様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
成
果
を
残
し
ま
し
た 

     

 
  

校
長 

佐
藤 

浩 
 

■
ど
の
学
年
の
生
徒
た
ち
も
、
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
積
み
、
優
れ
た
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た 

新
宿
西
戸
山
中
学
校
で
は
、
二
学
期
の
テ
ー
マ
を
、
学
校
の
教
育
目
標
の
「
参
画
」
と
し
て
い
ま
す
。
一
学
期
の
自

ら
を
鍛
え
る
「
鍛
錬
」
に
続
き
、
鍛
え
た
も
の
を
様
々
な
場
面
で
活
用
す
る
「
参
画
」
に
目
標
を
一
段
高
め
、
生
徒
に

は
積
極
的
に
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
む
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。 

こ
の
目
標
に
沿
っ
て
ど
の
学
年
の
生
徒
も
、
様
々
な
こ
と
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
総
会
や
学
芸
発
表
会
、
区
陸
上
競
技
大
会
や
都
駅
伝
大
会

を
は
じ
め
、
部
活
動
の
新
人
戦
、
各
種
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
新
宿
区
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
活
動
面
で
は
、
極

め
て
優
れ
た
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 ■
家
庭
で
も
、
二
学
期
を
振
り
返
り
、
成
長
し
た
子
供
の
姿
を
大
い
に
評
価
し
て
く
だ
さ
い 

家
庭
で
も
、
お
子
様
と
一
緒
に
二
学
期
を
振
り
返
り
、
成
長
し
た
子
供
の
姿
を
見
つ
け
、
そ
の
努
力
の
成
果
を
認
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
課
題
を
挙
げ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
自

分
の
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
か
、
具
体
的
な
行
動
目
標
や
新
年
の
抱
負
ま
で
含
め
て
、
じ
っ
く
り
と
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
お
子
様
の
成
長
へ
と
つ
な
が
り
、
二
○
二
○
年
を
一

層
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

学
校
と
家
庭
が
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
生
徒
の
挑
戦
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
御
協

力
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
二
学
期
を
終
え
る
に
当
た
り
、
保
護
者
の
皆
様
の
御
理
解
・
御
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
新
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

令和元年 12 月 25 日 

新宿区立新宿西戸山中学校  

校 長  佐 藤  浩 

副校長  多久  知明 

◎新宿区夏目漱石コンクール 読書感想文中学生の部  

「優秀賞」２年Ａさん 

◎新宿区読書感想文コンクール  

「優良賞」３年Ｂさん ・ ２年Ｃさん ・ １年Ｄさん 

◎新宿区立図書館を使った調べる学習コンクール  

「奨励賞」中学生の部 「都会の雑草」  

【理科部】３年Ｅさん・Ｆさん・Ｇさん・Ｈさん    

様々なコンクールで賞をいただきました！ おめでとう！！ 



 

 

 ２年生は、11 月 27 日・28・29 日の３日間、働くことの意義や生きがいなど望ましい勤労観の理解を

深め、自分の将来や今後の進路について考える機会とすることを目的として、新宿区、中野区内にある

70 の事業所に御協力いただき、職場体験を行いました。 

それぞれの生徒が一生懸命に取り組み、働くことの意義や厳しさ、楽しさ等を学んで帰ってきくるこ

とができました。報告をする生徒たちの表情から、大きな達成感、成就感を感じることができました。

多くの事業所の方々からもお褒めの言葉をいただきました。３日間の実習を通して、人として一回り大

きく成長することができました。                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 11 日から 20日まで、校内ボッチャ大会を行いました。このボッチ 

ャ大会は、「障害者スポーツに親しみ楽しむことを通して障害者理解を一層 

深めること、TOKYO2020 大会に向けてオリンピックやパラリンピックについ 

て興味をもつこと、そして、他学年との交流を深めること」を目的として、 

生徒会が企画した行事の一つです。  

参加者を募集したところ、16 チームの応募がありました。この大会は 

昼休みの時間帯を活用し、16 チームが優勝を目指し８日間かけて戦いま 

した。白熱した戦いが繰り広げられ、また、観戦の生徒も多く集まり、 

大会は大いに盛り上がりました。優勝は、２年生のチーム名「CaCa＆PiPi」 

（２年Ａ組Ｉさん・２年Ｃ組Ｊさん・２年Ｂ組Ｋさん・２年Ｃ組Ｌさん・ 

２年Ａ組Ｍさん）でした。おめでとうございます。 

なお、本大会の上位４チームは、令和２年３月 11日（水）に行われる「新宿西戸山中学校生徒会、西

戸山小学校児童会ボッチャ交流大会」に出場します。 

生徒会役員の皆さんの大会の企画、運営もお見事でした。活気あふれる生徒会活動、本当に素晴らし

い限りです。ありがとうございました。 

 

１年生は、11月の後半から総合的な学習の時間に「インクルーシブ 

な社会をつくろう」というテーマで、相互理解学習に取り組んでいま 

す。この学習の目的は、「老若男女・障害の有無・国籍などを超えたイ 

ンクルーシブな社会を構築することの大切さを学ぶこと、身近な地域 

の人々の生活や環境について調べ、よりよい生き方のために必要なこ 

とを学ぶこと」です。   

この学習の一つとして、12 月 13 日に、都立光明学園（特別支援学校）の田村康二朗統括校長先生

を講師にお招きし、インクルーシブな社会を築くために、私たちはどのようなことを考え、どのよう

な行動をとることが求められているのかということなどについて、お話を伺いました。初めに光明学

園に通う生徒が日々どのような学習をし、どのような学校生活を送っているのか紹介していただきま

した。次に、人々が互いに楽しく生きる場をつくるために必要なことは何かということについて、社

会に出る前にぜひ考えて欲しいというお話をいただきました。 

生徒たちは、終始集中して田村先生のお話を聞いていました。障害の有無を超えた社会を築き上げ

ることの大切さを十分に学ぶことがでました。 生徒会主催のボッチャ大会 大成功！ 大いに盛り上がり、十分に楽しみました。 

 

＜２年生：職場体験＞  新宿・中野区内の 70 の事業所で行いました 

 
  

１年生：相互理解学習「インクルーシブな社会をつくろう」  講演会を行いました

内 

 

 


